
         
９月６日に、湯口小学校の６年生を対象として 

「多田等観」の出前授業が行われました。  
多田等観は秋田県生まれの世界的なチベット仏 

教学者です。湯口との関わりが深い人物なので、 
湯口小学校では毎年６年生が、「郷土に関わる先人」として学習しています。（９月

１５日には、円万寺観音山の八坂神社例大祭でキッズマートを開催し、学習したこと 
を地域の方々に披露したそうです）  
スライドを使って等観の事績の解説を行った後に、 
等観に関わる資料を観察してもらいました。湯口に滞 
在していたときに 
使用していたお膳 
などの道具一式と、 
世界のチベット学 
者の教科書ともい 

える「西蔵大蔵経総目録」を見てもらいました。 
最後は「等観のことをいろいろ知ることができて 
よかった」という感想が出されて終了しました。  
集中して聞きメモを取り、感想を呟きながら観察していて、立派な学習態度でした。     
７月から開催してきた「アニメージュとジブリ展」花巻市博物館展が、県

内外から８万人に迫る来場者数を記録して９月に終了しました。来館ありが 
とうございました。  
来館された方の中には、幼かった頃や青春時代を 

感慨深く思い出した方も多かったのではないでしょ 
うか。また、わが子や学級の生徒達と、感想の共有 
ができた方もいらっしゃることでしょう。  
楽しかった思い出はリサイクルのように何度でも 

語り合えるものです。今回の、国内最後の「アニメ 
ージュとジブリ展」も、来館された方々にとって、 
振り返ってリサイクルしたくなる 
ような思い出になればと思います。 
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等観の事績をスライドで解説   

等観が使っていた「お膳」  「多田等観」出前授業の紹介   
等観作成「西蔵大蔵経総目録」  チベット すごく小さい！ 

何が書いて 
あるんだろう     裏面に続く ありがとう！ 



    
９月２８日（土）の午前中に、当館を会場として矢沢小学校の３年生の親子レクが

行われました。３年生児童４５名と、その保護者や兄弟 
姉妹、教職員合わせて１００名以上での活動でした。  
「弓矢的あて」「火起こし」「常設展示室宝探し」 

の３つをローテーションして、親子で一緒に体験活動を 
行いました。  
手作りの弓矢で動物の 

的をねらって命中させる 
的あて体験や、ライター 
などを使わずに火をつける火起こし体験は、縄文人の狩 
猟生活などの苦労を少しだけ疑似体験できたようです。  

また、当館は歴史系の博物館のため、常設展示室の 
内容は３年生には難しいです。そこで３年生の大好き 
な「宝さがし」で見学するようにしました。  

右の写真のような 
お宝一覧をもとに、 
グループで＆親子で 
協力してお宝を発見 
するという活動だっ 
たので、３年生の児 
童も楽しく探すこと 
ができたようです。  
最後に「昔の人は 

火をおこすのが大変 
だったんだなと思っ 

た。」などの感想が出されて終了しました。  
学年の親子レクも、博物館で実施できる場合があります。次年度最初の保護者との

学級懇談会で、博物館での親子レクを話題にしてみてはいかがでしょうか。 
          
 

 

 

先月号でもお知らせした特別展の第２弾が、まもなく開催されます。縄文時代の新

たな一面を発見できると思います。巨大写真も圧巻です。ぜひご来館ください。 
博物館での学年親子行事の紹介  

ルールを守り、ケガなく安全に

的あて体験ができました！  

親子で協力して火起こし中！ 
なかなか火がつかず、悪戦苦 
闘…がんばりました！！ 

 

 

 

観察ゾーンの問題をみんなで考える 

 

お宝捜索中！  


